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１ はじめに

関東学生ハンドボール連盟（＝以下本連盟）では、主催する各種大会等について、これまで本連盟

安全委員会が作成した「新型コロナウイルス感染予防ガイドライン」（＝以下旧ガイドライン）に基づき

実施してきたところであるが、このたび、令和5年1月27日付けで、国の「新型コロナウイルス感

染症対策の基本的対処方針（令和3年11月19日感染症対策本部決定）」（＝以下基本方針）が変更

されたことから、今後講ずるべき統一的な考え方について、改めて基本方針として示す必要性が生

じたところである。

また、本連盟としては、今後、感染症法上、新型コロナウイルス感染症の分類が２類相当から５類に

移行した際も、引き続き、その立場を重く受け止め、感染対策を徹底するべきと受け止めている。し

たがって、当面の間、旧ガイドラインの趣旨を踏まえつつ、必要に応じて感染対策を徹底し、本連盟が

主催する大会を安全かつ、信頼できるものとしたい。よって、ここに新たな基本方針を打ち出すもの

とする。

加盟各大学においては、本基本方針を踏まえつつ、これまで培ってきた知見をもとに、安全な大会

運営等への協力をお願いしたい。

なお、本基本方針は、現段階における知見に基づき作成されたものであることから、今後、変更の

可能性があることについても引き続き留意されたい。

２ 大会等開催条件

本連盟が主催する大会等については、以下に示す旧ガイドラインの考えを踏襲するものとする。

① 国や開催地自治体並びに中央競技団体等から、開催を中止または延期の検討をするよう要請

があった場合

② 国の基本的対処方針や専門家会議の提言等を踏まえ、関東学生ハンドボール連盟が中止の判

断をした場合

３ 大会等開催時の感染予防対策

本連盟及び参加者については、以下の事項について遵守し、感染予防対策に協力すること。

（１）本連盟として遵守すべき事項

① の必要性については、変更された基本的対処方針でも次の感染予防対策が示されていること

から、引き続き①三密の回避、②マスク着用、③手洗い・手指消毒、④人と人との距離の確保、⑤

換気に努めること

② 各遵守事項が適切に行われているか、定期的に確認すること



③ 観戦者数については、開催会場ごとに密集回避として検討し、そのことについて事前に参加各

チームに伝えること

④ 必要な衛生用品（手指消毒薬、石鹸等）を準備し、適切な場所に設置すること

⑤ 引き続き、各チームにおいて選手・スタッフ等の健康観察に努めること

⑥ 大会中、大会後に感染が判明した場合は、該当するすべてのチームに、その状況を伝えること

（２）参加者（選手・スタッフ等）の遵守すべき事項

① こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を行い、感染対策に協力すること

② 大会会場では、原則、競技者以外はマスクを着用すること

③ 他の参加者、スタッフ等との適切な距離（最低1ｍ以上）を確保するよう努めること

④ 会場内での不必要な会話や大声での応援等は引き続き慎むこと

⑤ タオル等の共用、ペットボトル等の飲み回しはしないこと

⑥ ゴミについてはすべて持ち帰ること

⑦ その他、感染防止策は進んで行うこと

４ 選手・スタッフ等の参加見合わせについて

２類相当から５類に移行された後は、陽性となった場合にも法令上の制限がなくなるが、季節性イ

ンフルエンザの療養期間（発症後５日が経過かつ解熱後２日が経過）を踏まえ、感染を拡大させない

観点に立ち、軽症の場合は、寛解後少なくも２４後時間が経過していることとする。ただし、最終的に

はチーム責任者（部長・監督）の適切な判断に委ねるものとする。

なお、以下の事項に該当する場合は、これまで同様、参加を見合わせることとする。

① 本人の健康状態がすぐれない場合 （平熱より１度以上高い発熱、咳、咽頭痛などの風邪症状、

味覚異常がある等）

② 同居家族や身近な知人等に感染が疑われる（インフルエンザも同様）方がいる場合

５ 選手・スタッフ等に陽性が確認された際の考え方について

上記４同様、法令上の制限がなくなるが、各チームの適切な判断に委ねるものとする。

（１）参加について

大会前に選手・スタッフ等に陽性が確認された場合は、参加チームが責任者（部長・監督）をもっ

て本連盟安全委員会や医療機関等に相談し、対応を決定すること

（２）大会実施当日の対応について

大会当日の会場で、発熱等の症状を訴える者を確認した場合は、これまで同様、帰宅させるもの

とする

６ その他

上記のほか、必要に応じて詳細を別に定める。また、各大学、リーグ戦各会場施設管理者が定めた

感染防止対策措置については遵守すること。

なお、判断に迷った際は、行動歴を参加各大学が本連盟安全委員会に打診し、最終的にはチーム責

任者（部長・監督）の判断で参加の可否を判断していただきたい。


